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し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
決
算
で
は
、

市
政
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

確
認
。
学
校
の
耐
震
化
が
完
了

し
、
保
育
園
・
公
民
館
の
耐
震

化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の　

件
１
８

２６

６
万
円
の
補
助
で
約
４
８
６
０

万
円
の
受
注
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
、
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
で

国
保
税
が
１
人
当
た
り
３
万
５

７
１
８
円
軽
減
さ
れ
た
こ
と
な

ど
多
く
の
成
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

時間：午後２時～４時
場所：市役所４階　日本共産党市議団控室

日本共産党市議団の市民相談
おお気軽にお声掛けくださお気軽にお声掛けくださいい

５日㈬ 19日㈬11月11月 12月12月 ３日㈬ 17日㈬

☎432－3590当日の
電話は相談無料

　

蕨
市
議
会
９
月
定
例
会
は
９

月
１
日
か
ら　

日
の
日
程
で
行

３０

わ
れ
、
条
例
案
８
件
、
補
正
予

算
案
４
件
、
２
０
１
３
年
度
の

決
算
認
定
９
件
の
市
長
提
出
議

案
の
他
、
市
民
か
ら
の
請
願
・

陳
情
５
件
な
ど
の
審
議
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
案
は
、
自
転
車
の
安
全

利
用
に
関
わ
る
条
例
、
保
育
園

や
学
童
保
育
等
に
関
わ
る
条
例
、

い
じ
め
問
題
に
対
応
す
る
市
の

機
関
設
置
に
つ
い
て
定
め
る
条

例
、
埼
玉
県
の
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
見
直
し
に

対
応
し
て
市
条
例
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

　錦町４丁目に設置された自転車通行帯を視察する日本
共産党市議団（左から、梶原、鈴木、志村、山脇の各議
員）。　制定された自転車安全利用条例では、市が道路環
境の整備に努めることなども規定しています。

２
０
１

２
０
１
３３
年
度
決

年
度
決
算算
・
自
・
自
転
車
安
全
利
用
条
例
な

転
車
安
全
利
用
条
例
な
どど

　

党
市
議
団
は
、
本
会
議
で
条

例
案
６
件
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
一
般
会
計
決
算
な
ど
決
算

認
定
３
件
の
計　

件
に
質
疑
を

１０

行
う
な
ど
、
審
議
を
通
し
て
内

容
や
課
題
、
国
や
県
の
政
策
の

問
題
点
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま

　

こ
の
夏
実
施
し
た
日
本
共
産

党
市
議
団
の
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト

に
２
７
４
件
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。「
く
ら
し
向
き
」の
問
い

に
は
、「
よ
く
な
っ
た
」
７
％
、

「
悪
く
な
っ
た
」　

％
、「
か
わ

６１

ら
な
い
」　

％
で
、
自
由
記
述

３２

で
は
「
便
乗
値
上
げ
が
起
き
て

い
る
」「
社
会
保
険
料
を
払
っ
た

ら
１
日
千
円
の
食
費
し
か
残
ら

な
い
」「
私
共
の
店
は
売
り
上
げ

が
下
が
っ
て
い
る
」
な
ど
、
消

費
税
増
税
や
年
金
切
り
下
げ
へ

の
怒
り
の
他
、
切
実
な
暮
ら
し

の
実
態
が
多
く
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
市
長
の
政
策
で
良
い
と
思

う
も
の
」
と
の
問
い
に
は
、「
耐

震
化
の
推
進
」
が
１
４
５
人
で

１
位
、
次
い
で
、「
市
の
借
金
の

削
減
」
１
３
１
人
、「
国
保
税
の

負
担
軽
減
」
１
２
３
人
な
ど
で

す
（
表
参
照
）。

　

国
の
制
度
に
つ
い
て
も
質
問
。

「
消
費
税
」
に
は
、「
増
税
賛

成
」
が　

％
、
来
年
の
再
増
税

１２

に
「
反
対
」
が　

％
で
す
（
グ

７８

ラ
フ
参
照
）。「
増
税
賛
成
」
と

し
た
人
で
も
、「
福
祉
に
使
わ

れ
る
と
の
前
提
で
」「
増
税
分
を

自
民
党
の
都
合
で
ば
ら
ま
く
の

は
許
せ
な
い
」「
食
料
品
は
非
課

税
に
す
べ
き
」
な
ど
、
条
件
付

き
賛
成
が
目
立
ち
ま
し
た
。

「
関
心
を
も
っ
て
い
る
国
の
政

策
」
と
の
問
い
で
も
、「
消
費

税
」
が
１
８
２
人
で
１
位
、「
年

金
引
き
下
げ
」
が
１
７
９
人
。

「
安
倍
内
閣
の
す
す
め
る
政

治
」
に
は
、「
安
心
」
７
％
、

「
不
安
」　

％
で
し
た
。

７４

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

市
の
制
度
へ
の
関
心
や
、

暮
ら
し
の
不
安
、
地
域

で
困
っ
て
い
る
こ
と
等

へ
の
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
市
議
団
は
、
９

月
議
会
で
取
り
上
げ
る

な
ど
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳

細
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消費税増税に厳しい反対の声

くくくくくくくくくくくくくく
らららららららららららららら
しししししししししししししし
がががががががががががががが
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
くくくくくくくくくくくくくく
なななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっ

く
ら
し
が
悪
く
な
っ
たたたたたたたたたたたたたたた

耐耐
震震
化化
推推
進進
・・
借借
金金
削削
減減

なな
どど
にに
高高
いい
評評
価価

耐
震
化
推

耐
震
化
推
進進
・・
借
金
削
減

借
金
削
減

な
ど
に
高
い
評

な
ど
に
高
い
評
価価

６
割

９０放射線測定の実施１４５公共施設の耐震化推進
９０高齢者の見守り等１３１市の借金削減
８６認可保育園の増設１２３国保税の負担軽減
８５LED防犯灯の設置１１２子ども医療費無料
７９空き店舗活用１１２特養ホームの増設
７６住宅耐震診断補助１０７コミバス７５歳以上無料
７５市長タウンミーティング１０１学校へのエアコン設置
７４３５人程度学級の実施９８市立病院の経営改革

表　良いと思う市長の政策（回答数の多い順）

増税に
賛成

これ以上の
増税には反対

８％にも
10％にも反対

消費税は
なくすべき

無回答 12％
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11％
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ま
と
ま
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（人）

〝
安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
〟願
う

市
民
の
陳
情
に
新
生
会
・
公
明
党
が
反
対

　

請
願
・
陳
情
で
は
、「
手
話
言

語
法
（
仮
称
）」
制
定
を
求
め

る
請
願
は
全
会
一
致
で
採
択
。

一
方
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情
、
原

発
再
稼
働
し
な
い
よ
う
求
め
る

 
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
協
定 

新
た
に
認
可
保
育
園
を

設
置

　

市
長
報
告
で
は
、
北
町
で
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
を
進
め
る
業
者

と
、
緑
地
空
間
の
整
備
や
、
敷

地
内
へ
の
認
可
保
育
園
設
置
な

ど
を
内
容
と
す
る
「
コ
ン
パ
ク

市
長
報
告
よ
り

ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
に
関
す
る
官
民
連
携
協

定
を
締
結
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
来
年
度

に
開
設
さ
れ
る
認
可
保
育
園
は

３
か
所
に
な
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
対
策
基
本

方
針
を
策
定

　

ま
た
、「
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
の
制
定
に
つ
い
て
も
報

告
。「
方
針
」で
は
こ
れ
ま
で
の

い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
に
加
え
、
学
校
ご
と
に
策
定

す
る「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

で
の
取
り
組
み
、
具
体
的
な
組

織
的
対
応
、
蕨
市
と
し
て
も
独

自
に
推
進
し
て
き
た
児
童
・
生

徒
に
よ
る
自
発
的
な
い
じ
め
防

止
活
動
支
援
な
ど
に
つ
い
て
強

調
し
て
い
ま
す
。

陳
情
、
秘
密
保
護
法
の
施
行
反

対
の
陳
情
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
と

り
や
め
る
よ
う
求
め
る
陳
情
の

４
件
に
、
新
生
会
と
公
明
党
が
、

理
由
を
示
さ
な
い
ま
ま
反
対
。

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

市市
長長
提提
出出
議議
案案

全全
てて
をを
可可
決決
・・
認認
定定

市
長
提
出
議

市
長
提
出
議
案案

全
て
を
可

全
て
を
可
決決
・・
認
定
認
定

（構成比は四捨五入）



2014年9月市議2014年9月市議会会

◆
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

【
山
脇
】
認
可
保
育
所
の
保
育
料

は
ど
う
な
る
の
か
。

【
部
長
】
こ
れ
ま
で
の
所
得
税
額

か
ら
市
民
税
額
に
よ
る
階
層
区
分

と
な
る
予
定
。
国
が
示
す
基
準
額

を
踏
ま
え
、
今
後
、
市
が
定
め
る
。

【
山
脇
】
地
域
型
保
育
（
小
規
模

保
育
や
事
業
所
内
保
育
）
の
利
用

の
仕
組
み
と
保
育
料
は
ど
う
な
る
。

【
部
長
】
市
へ
利
用
申
し
込
み
を

行
い
、
市
が
利
用
調
整
を
実
施
。

保
育
料
は
国
の
基
準
に
従
い
、
認

可
保
育
園
と
同
様
と
す
る
予
定
。

◆
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
を

【
山
脇
】
身
体
・
知
的
障
が
い
者

と
同
様
に
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
も
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
ほ
し
い
。

【
部
長
】
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

精
神
障
が
い
者
の
特
性
と
ニ
ー
ズ
、

地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
検
討
。

◆
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

【
山
脇
】
開
館
時
間
の
延
長
や
、

休
館
日
を
少
な
く
し
て
ほ
し
い
と

の
市
民
の
声
は
多
い
が
検
討
で
き

な
い
か
。

【
部
長
】
昨
年
度
よ
り
月
曜
日
を

の
ぞ
く
全
て
の
曜
日
の
祝
日
を
開

館
、
蔵
書
点
検
を
１
日
短
縮
す
る

な
ど
し
年
間
予
定
開
館
日
数
を
２

８
６
日
と
し
、
現
体
制
で
出
来
る

限
り
の
拡
充
を
し
て
い
る
。
さ
ら

な
る
開
館
時
間
の
延
長
等
は
、
現

体
制
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、

施
設
の
修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

の
課
題
も
あ
り
、
難
し
い
状
況
。

今
後
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

拡
充
に
向
け
努
め
て
い
く
。

◆
他
に
、
公
園
等
の
整
備
を
質
問

◆
い
じ
め
防
止
対
策
の
方
針

【
鈴
木
】
国
の
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
に
は
、
厳
罰
で
の
対
応
や

道
徳
押
し
付
け
等
多
く
の
問
題
が

あ
る
。
法
の
規
定
に
必
要
以
上
に

縛
ら
れ
ず
、
教
育
現
場
等
広
範
な

議
論
や
取
り
組
み
で
問
題
点
を
補

っ
て
い
く
べ
き
だ
が
、
市
の
い
じ

め
防
止
対
策
基
本
方
針
の
特
徴
は
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
の
防
止
や
早

期
発
見
、
対
処
に
つ
い
て
具
体
的

に
策
定
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
あ
る
対
応
を「
基
本
施
策
」

に
位
置
付
け
た
。
特
に
、
市
独
自

の
取
組
で
あ
る
児
童
生
徒
に
よ
る

い
じ
め
防
止
の
自
発
的
・
主
体
的

活
動
の
支
援
が
特
徴
。「
い
じ
め

の
な
い
学
校
づ
く
り
会
議
」
等
の

活
動
成
果
を
さ
ら
に
普
及
し
た
い
。

【
鈴
木
】「
重
大
事
態
」以
前
の
対

応
が
重
要
で
、
日
常
体
制
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
留
守

家
庭
児
童
指
導
室
等
、
学
校
以
外

で
児
童
等
と
関
わ
る
関
係
者
と
の

情
報
交
換
が
必
要
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

◆
留
守
家
庭
児
童
指
導
室

【
鈴
木
】
施
設
増
設
が
必
要
で
は
。

ま
た
、
発
達
段
階
ご
と
の
指
導
は
。

【
部
長
】
増
設
が
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
す
す
め
た
い
。
学
年
に

よ
り
活
動
を
振
り
分
け
る
等
検
討
。

【
鈴
木
】
現
場
の
指
導
や
相
談
等

の
職
員
配
置
を
検
討
し
な
い
か
。

【
部
長
】
直
ち
に
は
難
し
い
。

【
鈴
木
】
指
導
員
の
視
点
で
現
場

の
相
談
に
の
る
等
の
役
割
を
果
た

す
職
員
が
必
要
。
検
討
を
。

※
他
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
充
実
と
タ
バ
コ
や
ご
み
投
げ
捨

て
防
止
に
よ
る
環
境
美
化
を
質
問
。

【
総
務
部
長
】
①
先
方
よ
り
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
マ
ン
シ
ョ

ン
に
し
た
い
と
提
案
書
が
出
さ
れ

た
。
市
の
方
針
に
合
致
し
、
市
民

の
利
益
に
も
つ
な
が
る
の
で
協
定

を
結
ん
だ
。
②
敷
地
の
外
周
を
歩

道
と
し
て
事
業
者
が
整
備
す
る
。

敷
地
内
緑
地
は
周
辺
住
民
へ
開
放

す
る
。

◆
選
管
議
事
録
の
積
極
的
公
開
を

【
梶
原
】
市
長
部
局
等
の
情
報
公

開
は
進
ん
で
い
る
。
選
管
議
事
録

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
べ
き
。

【
選
挙
管
理
委
員
長
】
意
思
決
定

の
中
立
性
を
保
つ
課
題
等
が
あ
り
、

公
開
は
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

【
梶
原
】
選
管
も
市
の
執
行
機
関

と
し
て
、
施
策
形
成
過
程
を
含
め
、

市
民
に
情
報
を
公
開
す
る
の
が
条

例
の
趣
旨
だ
。
積
極
的
公
開
の
方

向
で
検
討
す
べ
き
だ
。

◆
富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ネ
ッ

ト
予
約

【
梶
原
】
抽
選
前
に
予
約
申
し
込

み
状
況
が
わ
か
る
よ
う
、
利
便
性

を
高
め
る
べ
き
。

【
教
育
部
長
】
そ
の
方
向
で
検
討

す
る
。

◆
他
に
、
緊
急
地
震
速
報
を
使
っ

た
市
民
の
訓
練
に
つ
い
て
質
問
。

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
者
と
の
連
携

　

北
町
の
１
６
４
戸
の
マ
ン
シ
ョ

ン
事
業
者
と
蕨
市
が
結
ん
だ
官
民

連
携
協
定
は
、
防
災
・
子
育
て
・

住
環
境
・
緑
地
環
境
整
備
の
４
分

野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

【
梶
原
】
①
協
定
を
結
ぶ
経
緯
は

ど
う
か
。
②
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
の

市
民
へ
の
開
放
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

◆
市
長
・
市
議
選
挙
に
つ
い
て

【
志
村
】
岡
田
選
挙
管
理
委
員
長

は
市
長
・
市
議
選
を
別
々
に
行
う

こ
と
に
決
定
し
た
と
言
っ
た
が
、

委
員
会
運
営
に
問
題
点
が
多
い
。

審
議
し
な
お
す
べ
き
だ
。

【
委
員
長
】
今
後
、
市
長
部
局
と

の
協
議
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
決
定
さ
れ
る
と
思
う
。

【
志
村
】
市
長
選
・
市
議
選
を
別

々
に
行
う
と
約
１
５
０
０
万
円
余

計
に
か
か
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

【
委
員
長
】
指
摘
の
通
り
で
す
。

【
志
村
】
委
員
長
が
考
え
る
同
日

選
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

【
委
員
長
】（
４
つ
述
べ
た
後
）

落
選
し
た
議
員
が
６
月
議
会
に
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
１
つ
。

【
志
村
】
４
つ
は
特
段
理
由
に
な

ら
な
い
。
落
選
し
た
議
員
が
気
ま

ず
い
と
い
う
理
由
で
１
５
０
０
万

円
も
使
わ
れ
る
の
は
困
る
。

◆
保
育
行
政
の
充
実
に
つ
い
て

【
志
村
】
土
曜
日
に
午
後
５
時
ま

で
保
育
す
る
園
を
増
や
す
べ
き
だ
。

【
部
長
】
引
き
続
き
検
討
す
る
。

【
志
村
】
土
曜
日
は
児
童
が
５
人

未
満
だ
と
給
食
が
パ
ン
と
牛
乳
だ

け
に
な
る
が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

【
部
長
】
研
究
し
て
い
き
た
い
。

◆
土
曜
日
に
月
１
回
程
度
、
開
庁

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
部
長
】
調
査
・
研
究
す
る
。

◆
非
正
規
職
員
の
賃
金
引
上
げ
を

【
志
村
】
時
給
８
０
０
円
台
及
び

月
額　

万
２
５
０
０
円
の
職
員
の

１２

賃
金
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

【
部
長
】
民
間
賃
金
の
動
向
や
県

内
の
他
団
体
の
状
況
を
注
視
し
、

適
切
な
水
準
の
確
保
に
努
め
た
い
。

蕨
初
の
マ
ン
シ

ョ
ン
事
業
官
民

連
携
協
定
に
つ

い
て
質
問

か
じ
わ
ら
秀
明

市
会
議
員

@KajiwaraHideaki

市
長
・
市
議
選
挙
、

保
育
行
政
の
充
実
、

土
曜
日
の
開
庁
、

等
に
つ
い
て
質
問

志 
村 
し
げ
る

市
会
議
員

「
い
じ
め
」対
策
の
特
徴
と

課
題
、留
守
家
庭
児
童
指

導
室
の
充
実
な
ど
を
質
問

鈴 
木 
さ
と
し

市
会
議
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ツ
ィ
ッ
タ
ー
で
も
発
信
中

新
制
度
や
、
精
神
保
健
福

祉
の
向
上
、
図
書
館
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
な
ど
質
問

や
ま
わ
き
紀
子

市
会
議
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
中

蕨蕨市市議議団団のの一一般般質質問問蕨市議団の一般質蕨市議団の一般質問問
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